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新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

第
１

９
０

２
回

 

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿
でで でで
「「 「「
医
療
法
人

医
療
法
人

医
療
法
人

医
療
法
人
や
ま
び
こ

や
ま
び
こ

や
ま
び
こ

や
ま
び
こ
会会 会会
・
も
は
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
も
は
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
も
は
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
も
は
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク
」」 」」

 

のの のの
道
普
請

道
普
請

道
普
請

道
普
請
とと とと
懇
親
会
及

懇
親
会
及

懇
親
会
及

懇
親
会
及
びび びび
奥
駈
道

奥
駈
道

奥
駈
道

奥
駈
道

( 行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿
～～ ～～
持
経
宿
間

持
経
宿
間

持
経
宿
間

持
経
宿
間

) のの のの
巡
視

巡
視

巡
視

巡
視

 

 ◇
実

施
日

；
平

成
２

８
年

１
０

月
１

５
日

(
土

)
～

１
６

日
(
日

)
 

 
 

◇
参

加
者
；
山

上
皓

一
郎

、
川

島
 

功
、
沖

﨑
吉

信
、
生

熊
敏

男
・
千

満
子
、

橋
本

 
梓

、
畑

林
清

子
、
青

木
宏

充
、
梶

野
照

雄
、
栗

原
眞

行
。
 

 
 

医
療
法
人

医
療
法
人

医
療
法
人

医
療
法
人
や
ま
び
こ

や
ま
び
こ

や
ま
び
こ

や
ま
び
こ
会会 会会
関
係

者
；

茂
原

 
治

、
茂

原
 

仁
、

 

平
澤

 
研

、
正

木
勇

治
、
皆

川
 

光
、
灘

 
浩

一
、
徳

舛
弘

己
、

 

 
 

 
 

 
川

野
陽

平
、

南
出

昌
紀

、
部

谷
大

山
、

田
中

愛
弓

。
 

 
 

 
 

 
葛
峰
進
龍
山
証
厳
坊

葛
峰
進
龍
山
証
厳
坊

葛
峰
進
龍
山
証
厳
坊

葛
峰
進
龍
山
証
厳
坊
；

後
藤

証
厳

、
川

本
進

龍
、

戸
田

貴
進

。
 

 
 

 
 

 
青
木
氏

青
木
氏

青
木
氏

青
木
氏
のの のの
同
行
者

同
行
者

同
行
者

同
行
者
；
志

岐
 

敬
、
山

本
直

子
。
 

 
計

２
６

名
。

 
 

 
 

 
 

 

 

１
０

１
０

１
０

１
０
月月 月月
１
５

１
５

１
５

１
５
日日 日日
(( (( 土土 土土

)) ))     
快
晴
後
晴
時
々
薄
曇

快
晴
後
晴
時
々
薄
曇

快
晴
後
晴
時
々
薄
曇

快
晴
後
晴
時
々
薄
曇
 

 
１
７

℃
 

医
療

法
人

や
ま

び
こ

会
 

腎
・
循

環
器

も
は

ら
ク

リ
ニ

ッ
ク

(
以

後
、
医

療

法
人

や
ま

び
こ

会
と

記
載

す
る

)
の

関
係

者
は

、
平

成
２

３
年

か
ら

年
１

～
２

回
、

南
奥

駈
道

の
道

普
請

に
ご

協
力

し
て

頂
い

て
い

る
。

今
回

、
１

年
半

ぶ

り
に

１
４

名
が

道
普

請
に

ご
参

加
下

さ
っ

た
。

 

こ
の

内
３

名
は

、
葛

城
２

８
宿

の
行

者
さ

ん
(
葛

峰
進

龍
山

証
厳

坊
兼

Ｎ
Ｐ

Ｏ
葛

城
護

持
院

)
で

、
２

０
年

前
か

ら
主

に
３

名
で

毎
月

２
～

３
回

、
葛

城
２

８
宿

で
修

行
・
道

整
備

を
さ

れ
、
一

番
良

く
知

っ
て

い
る

と
自

負
さ

れ
る

方
々

で
、
今

回
、
茂
原

先
生

に
お

逢
い

し
ご

同
行

を
依

頼
し

参
加

さ
れ

た
と

の
事

。
 

新
宮

組
は

、
先

発
(
川

島
・

生
熊

夫
妻

・
畑

林
)
と

翌
日

の
車

回
送

を
考

慮

し
後

発
(
沖

﨑
、
山

上
、
橋

本
)
に

別
れ

、
沖

﨑
車

は
池

原
ス

ポ
ー

ツ
公

園
で

、

梶
野

。
栗

原
氏

の
２

名
を

同
乗

さ
せ

、
登

山
口

に
来

る
こ

と
に

な
る

。
 

先
発

組
が

登
山

口
に

８
時

１
５

分
に

着
く

と
、

泉
南

市
４

時
半

に
発

た
れ

た
医

療
法

人
や

ま
び

こ
会

の
車

３
台

が
到

着
し

、
荷

を
降

ろ
し

て
お

ら
れ

た
。
 

医
療

法
人

や
ま

び
こ

会
か

ら
有

難
い

こ
と

に
多

量
の

寄
贈

品
(
缶

ビ
ー

ル

１
２

箱
、

野
菜

ジ
ュ

ー
ス

２
箱

、
飲
料
水

２
箱

、
即
席
味
噌
汁

２
０

０
食

、

イ
ン

ス
タ
ン
ト
コ

ー
ヒ

ー
２

箱
、
６
Ｌ

ポ
リ
タ
ン

１
０
個
等

)
を

頂
き

、
各

自

背
負

子
に
手

分
け

し
て

荷
作

り
さ

れ
、

新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

が
荷

を
担

ぐ
と

い
う
精
神

と
修

行
と

の
事

か
ら

、
Ｍ
機

を
使
わ
ず

皆
で
担
ぎ

上
げ

ら
れ

る
。

 

新
宮

組
は

、
Ｍ
機

を
下

し
、
ザ

ッ
ク

と
２

４
名

分
の
食
材

を
積
み
込
み

、

生
熊

氏
が
運
転

し
終
点
よ

り
無

人
で

下
し

、
始
点

で
川

島
が
エ
ン

ジ
ン
停
止

し
た

。
そ

の
頃

に
、
十
津

川
村

で
前
泊

し
た

大
阪

市
内

の
２

名
の

車
が

到
着

。
 

最
後

に
、

茂
原

先
生

・
茂

原
仁

、
平

澤
、

川
島

が
登

る
。

 

 
 

 

 
 

 
 

 
荷

を
担

い
だ

医
療

法
人

や
ま

び
こ

会
の

方
々

 

 川
島

は
、
Ｍ
機
終
点

で
ザ

ッ
ク

・
食
材

を
担

ぐ
が

、
食
材

２
梱
包

が
残

り

後
発

の
沖

﨑
組

に
担
ぎ

上
げ

て
貰
う

こ
と

に
す

る
。

 

先
行

し
た

荷
の
重

い
医

療
法

人
や

ま
び

こ
会

１
２

名
の

内
２

名
は

、
第

１

ベ
ン
チ

で
追

い
抜

い
た

以
外

先
行

し
て

行
仙

宿
へ

。
 

先
着

し
た

生
熊

千
、

畑
林

さ
ん

は
、

お
湯

を
沸

か
し

て
コ

ー
ヒ

ー
を
入

れ

て
下

さ
り
小
休
止

。
 

沖
﨑

さ
ん
達

６
名

は
未

着
で
あ

る
が

、
１

０
時

１
０

分
行

者
堂

で
葛

城
行

者
の

後
藤

・
川

本
・

戸
田

さ
ん
導
師

で
、

峰
中
安
全
等

の
勤

行
。

 

勤
行

を
終
え

、
程

な
く

沖
﨑

車
先
頭

の
栗

原
、

橋
本

氏
が

到
着

。
 

医
療

法
人

や
ま

び
こ

会
の

皆
さ

ん
は
水
汲
み
へ

。
こ

こ
１
週
間
雨

が
降

っ

て
い

な
い

の
で

、
水

が
流

れ
て

い
な
け

れ
ば

、
登

山
口

の
水
場
へ

行
く

事
に

な
る

と
言

っ
て

送
り

出
す

。
後

で
判

っ
た

事
で
あ

る
が

、
行

者
さ

ん
３

名
は

、

登
山

口
水
場
へ
水
汲
み

に
行

か
れ

た
。
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山
上

・
生

熊
敏
・

川
島

は
、
コ
ン

ク
リ

ー
ト
練

り
、
薪
作

り
・

第
二
サ
コ

土
砂
止
め
作
業

の
道
具

を
準

備
す

る
。
又

、
荘

川
桜
金
網
柵

内
の
除
草

。
 

 
 

 

 
行

者
堂

で
勤

行
 

 
荘

川
桜

金
網

柵
内

の
草

繁
る

 
 

柵
内

の
除

草
完

了
 

水
場
へ

の
水
汲
み

の
方

が
、
水

を
担

い
で
戻

ら
れ

、
僅

か
な
流

れ
で
あ

っ

た
と

の
こ

と
。
又

、
青

木
氏

は
、
顔
見

知
り

の
志

岐
・

山
本

さ
ん

を
２

１
世

紀
の
森

に
迎
え

に
行

か
れ

、
同

行
し

て
行
仙

宿
に

登
っ

て
来

ら
れ

た
。

 

医
療

法
人

や
ま

び
こ

会
は

、
早
朝

発
で
あ

り
、

行
者

さ
ん

３
名

は
水
場

か

ら
戻

ら
れ

て
い

な
い

が
１

１
時

半
前

か
ら
昼
食

。
 

行
者

さ
ん
達

は
、

１
２

時
前

に
水
汲
み

か
ら
戻

ら
れ

る
。

 

昼
食

後
、
休
憩
・
夕
食
準

備
は

、
山

上
、
畑

林
・
生

熊
千
・
田

中
・
山

本
。

東
側
犬
走

り
再
舗
装
班

は
、
生

熊
、
平
澤

、
皆

川
、
徳

舛
、
川

野
、
志

岐
。

 

 
 

 

犬
走

り
再

舗
装

班
 

 
 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

練
り

 
 

 
犬

走
り

舗
装

完
了

！
 

旧
逓

信
道

(
鉄
塔
巡
視
路

)
補

修
班

は
、

青
木

、
梶

野
、

栗
原

。
 

第
二
サ
コ

土
砂
止
め
班

は
、

川
島

、
松

原
仁

、
正

木
、

南
出

、
灘

。
 

 
 

 

サ
コ

土
砂

止
め

班
 

 
 

下
部

土
石

止
め

桟
木

積
み

 
杭

と
横

桟
木

の
番

線
〆

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

上
部

土
砂

止
め

作
業

 

 間
伐
材

の
薪
材

を
道

ま
で
引

上
げ

と
薪
作

り
は

、
沖

﨑
、
橋

本
、
茂

原
治

、

部
谷

、
後

藤
・

川
本

、
戸

田
。

 

第
二
サ
コ

土
砂
止
め
班

は
、

１
４

時
前

に
作
業

が
終
了

し
コ

ー
ヒ

ー
で
休

憩
後

、
犬
走

り
舗
装
班

と
薪
作

り
班

に
加
勢

す
る

。
犬
走

り
舗
装
班

は
、

１

５
時

半
前

に
作
業

が
終
了

し
、
初
心

者
は
薪
割

り
体
験
へ

。
 

女
性

は
、

５
名

宿
泊

す
る

事
に

な
り
管
理
棟
へ
移

る
。
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笠笠 笠笠
捨
山
捲

捨
山
捲

捨
山
捲

捨
山
捲
きき きき
道道 道道

( 旧
逓
信
道

旧
逓
信
道

旧
逓
信
道

旧
逓
信
道
・・ ・・
鉄
塔
巡
視
路

鉄
塔
巡
視
路

鉄
塔
巡
視
路

鉄
塔
巡
視
路

) のの のの
補
修
班

補
修
班

補
修
班

補
修
班
 

ネ
ッ
ト

の
投
稿

で
、
笠
捨

山
捲
き

道
の

登
山

道
が
流
失

し
て

い
る

の
が
判

り
、
補

修
す
べ

く
、
シ
ョ
ベ

ル
と
ノ
コ

、
土

の
う
袋

１
０
枚

を
持

っ
て

、
３

人
( 青

木
・

梶
野

・
栗

原
) で

１
２

時
０

５
分
現
場
へ
向

か
っ

た
。

 

捲
き

道
に

は
、
落
ち

て
い

る
枯

れ
枝

多
数

、
垂

れ
下

が
っ

た
蔓

を
２
カ
所

で
切
除

。
途

中
、

今
春

に
補

修
し

た
箇
所

に
は

、
新

し
い
掘

り
返

し
た
跡

が

多
数
み

ら
れ

、
熊

の
目
撃
情
報

も
あ

っ
た

の
で

、
イ
ノ
シ
シ

で
は

な
く

熊
が

掘
り
返

し
た

も
の

と
思
わ

れ
る

。
 

１
２

時
５

０
分
鉄
塔

先
の
ベ
ン
チ

で
休
憩

し
て

、
１

３
時

２
５

分
に
撒
き

道
登

山
道
流

出
現
場

に
着

い
た

。
 

 
 

 
 

 

掘
り

返
さ

れ
た

跡
 

 
 

 
流

出
現

場
に

到
着

 
 

９
０

㎝
程

え
ぐ

れ
て

い
る
 

 

流
出
箇
所

は
、

葛
川
辻

ま
で
あ

と
少

し
の

と
こ

ろ
で

、
過
去

に
も
補

修
し

た
場
所
だ

。
涸

れ
沢

上
部

か
ら

土
石

が
流

れ
落
ち

、
土
止
め

の
桟

木
が

８
ｍ

下
方

に
杭
共

に
流

さ
れ

て
い

た
。
残

さ
れ

た
登

山
道

と
の
落
差

は
９

０
㎝

に

も
な

っ
て

い
た

。
 

流
さ

れ
た
桟

木
と
鉄
杭

を
拾

い
上
げ

、
段
差

の
手

前
に
バ
イ
パ

ス
を
作

る

こ
と

に
し

た
。
ハ
ン
マ

ー
は
用
意

し
て

い
な

か
っ

た
の

で
、
シ
ョ
ベ

ル
で
杭

を
打
ち
込
む

。
シ
ョ
ベ

ル
で

も
深

く
打
ち
込
め

た
の

で
、
地
盤

は
相
当
柔

ら

か
い

。
桟

木
を
水

平
に
敷

い
て

、
そ

の
上

に
土

の
う

を
並
べ

た
。

 

バ
イ
パ

ス
造

り
は

３
０

分
で
終
了

、
し
ば

ら
く
休
憩

し
て

１
４

時
小
屋
へ

。

 
 

 
 

 

拾
い

上
げ

た
桟

木
 

 
 

 
 

 
 

 
 

土
の

う
を

並
べ

て
完

成
 

 

青
木

さ
ん

の
提
案

で
、
苔
む

し
た
石
積

が
あ

る
地
点

を
奥

駈
道
へ

と
登

る
、
 

倒
木

や
不
安
定

な
個
所

も
あ

る
が

、
斜
度

が
あ

ま
り
き
つ

く
な

い
の

で
５

分

程
で

奥
駈

道
の
尾
根

に
出

た
。

 

奥
駈

道
を

し
ば

ら
く
北

上
す

る
と
倒

木
が
通

せ
ん
ぼ

し
て

い
た

。
折

れ
て

い
た

の
で
ノ
コ

で
簡
単

に
切
除

。
２

人
が

か
り

で
谷
側

に
排
除

し
た

。
 

八
大
金
剛
童

子
南

の
ピ

ー
ク
付
近

で
、
張

り
出

し
た
ア
セ

ビ
を
切
除

、
捲

き
道

分
岐

で
休
憩

す
る

。
薪
割

り
の
歓
声

が
聞

こ
え

て
い

た
。

１
５

時
４

０

分
行
仙

宿
に
戻

る
。

 

    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

石
積

を
辿

り
奥

駈
道

へ
 

 
 

 
 

 
 

 
折

れ
た

倒
木

切
除
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

( 記
 

梶
野

) 
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行
者

さ
ん

も
薪

作
り

 
 

 
 

薪
割

り
始

め
て

の
人

を
指

導
・

体
験

見
守

り
 

 旧
逓

信
道
補

修
班

が
１

５
時

４
０
頃

に
戻

り
、
全
員
作
業

を
終
え

る
。

 

道
具
類

を
片
付
け

、
適
宜

着
替
え

を
し

て
、
１

６
時

０
５

分
か

ら
夕
食

(
豚

肉
・
鶏
肉

の
水
炊
き

と
鮪
刺
身
+
イ
カ

一
夜
干

し
+
さ

ん
ま
寿
司

)
の
懇
親

会
。
 

川
島
世
話

人
挨
拶

後
、

茂
原

先
生

の
挨
拶

・
乾
杯

で
開
宴

と
な

る
。

 

沖
﨑

事
務
局

の
明

日
の
予
定
等

の
説
明

後
、

新
た

に
女
性
客

２
名

の
同

宿

者
(
神
奈

川
県

の
高
嶋
・
濱

部
さ

ん
)
も

同
席

し
２

８
名

の
自

己
紹
介

と
な

る
。
 

宴
た
け

な
わ

と
な

り
、

山
の
唄

、
得
意

な
出

し
物

、
新
客

も
加
わ

り
２

０

時
頃

に
終
え

、
毛
布

を
敷
き
寝

る
場
所

を
確
保

し
て

、
ス
ト

ー
ブ

を
囲

ん
で

歓
談
・
酒
宴

。
賄

い
方

の
女
性
陣

は
、
食

器
洗

い
片
付
け

で
ご
苦
労
様

で
す

。
 

 
 

 
 

茂
原

先
生

乾
杯

挨
拶
 

 
 

 
 

 
 

雀
の

学
校

始
ま

る
 

 
 

 

ソ
プ

ラ
ノ

歌
手

？
 

 
 

 
山

の
唄

合
唱

 
 

 
 

 
 

行
者

さ
ん

も
 

 行行 行行
動動 動動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

 

新
宮

6
:5

0
→

8
:1

5
補
給
路

登
山

口
8
:5

0
→

9
:5

0
行
仙

宿
→

1
0
:1

0
勤

行
→

水
汲
み
等
→

1
1
:2

5
昼
食

1
2
:0

5
→
作
業

( 休
憩

)1
5
:5

0
→

1
6
:0

5
懇
親

会

2
0
:0

0
→

2
2
:0

0
消
灯

。
 

 

  
 

１１ １１
００ ００
月月 月月
１
６

１
６

１
６

１
６
日日 日日
(( (( 日日 日日

)) ))     
曇曇 曇曇
りり りり
時
々
薄
日

時
々
薄
日

時
々
薄
日

時
々
薄
日
、、 、、
や
や

や
や

や
や

や
や
風風 風風
がが がが
強強 強強
いい いい
 

１
４
℃

 

６
時
起
床

、
朝
食

は
御
飯

か
水
炊
き
雑
炊
あ

る
い

は
茶
粥

に
味
噌
汁

、
焼

魚
(
鯵
+
さ

ん
ま
味
醂
干

し
+
鰯
丸
干

し
)
、
漬
物

の
定

番
食

で
あ

る
。

 

医
療

法
人

や
ま

び
こ

会
は

、
栗

原
氏
案

内
役

に
行
仙

宿
か

ら
持
経

宿
間

の

奥
駈

道
(
台
風
通
過

後
)
の
点
検
巡
視

で
あ

る
。

 

昼
食

の
缶
バ
ン

２
個

、
み

か
ん

、
飲
料
水

を
各

自
持

っ
て
歩

い
て
貰
う

が
、

重
い

も
の

は
山

彦
が

車
で
運

ぶ
と
言

っ
た

が
、
全

て
担

い
で
歩

か
れ

る
。

 

７
時

３
０

か
ら

峰
中
安
全

の
祈
願
勤

行
後

、
全
員

で
記
念
撮
影

。
７

時
５

０
分

行
仙

宿
の

出
立

で
「

持
経

宿
で
待

っ
て

い
る
よ
！
」

と
見

送
る

。
 

縦
走
班

に
無
線
機

を
渡

し
、

時
々
交

信
す

る
事

に
し

た
。

 

医
療

法
人

や
ま

び
こ

会
出
立

後
、
朝
食

後
の

後
片
付
け

と
室

内
清
掃

を
行

う
。

山
上

、
川

島
、

沖
崎

、
生

熊
夫

妻
、

橋
本

、
畑

林
、

梶
野

氏
は

、
空
プ

ロ
バ
ン
ガ

ス
ボ
ン
ベ
+
缶

ビ
ー

ル
５

箱
分

の
空

缶
+
空
酒
瓶
+
ブ
ラ

ス
チ

ッ
ク
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等
の
ゴ
ミ

を
持

っ
て

、
９

時
過
ぎ

に
下

山
。

 

 
 

 

勤
行

後
記

念
撮

影
 

 
 

 
出

立
準

備
 

 
 

 
 

行
仙

宿
・

元
気

に
出

立
 

 青
木

、
志

岐
、

山
本

さ
ん

は
、

１
１

時
頃

下
山

し
て

、
医

療
法

人
や

ま
び

こ
会

の
エ

ス
テ
マ

車
を

池
原

ス
ポ

ー
ツ

公
園
へ

回
送

し
て
待
機

し
て
貰
う

。
 

荷
を
始
点

で
降

ろ
し

た
無

人
の
Ｍ
機

を
上
げ

た
が

、
Ｍ
駐
機
場

で
待
機

し

た
沖

﨑
氏

は
一
寸

し
た
手
違

い
か

ら
Ｍ
機

を
停
止

出
来
ず

、
終
点

ま
で

登
り

Ｍ
機

を
駐
機
場

に
戻

す
事

に
な

り
時
間
ロ

ス
し

た
。

 

沖
﨑

車
、

川
島

車
と

医
療

法
人

や
ま

び
こ

会
の
デ

リ
カ

車
は

梶
野

氏
、
シ

ビ
ッ

ク
車

は
橋

本
氏

、
カ
ロ

ー
ラ

車
は

生
熊

氏
が
運
転

し
、

１
０

時
過
ぎ

に

登
山

口
を

出
発

し
、
白

谷
林

道
か

ら
持
経

宿
へ

。
 

１
０

日
に

下
見

し
た
際

は
、
工

事
中
通

行
止

の
標
識

が
あ

っ
た
そ
う
だ

が
、

通
行
止
標
識

が
撤
去

さ
れ

て
い

た
の

で
、
多
少

の
不
安

も
あ

る
が
走

行
す

る
。
 

約
８
．

５
㎞
地
点

に
真

新
し

い
側
溝

の
上

に
格

子
蓋

が
あ

り
無

事
通
過

、

こ
の

前
後

は
走

行
さ

れ
て

い
な

い
の

で
路
面

が
荒

れ
て

い
た

が
、

１
１

時
頃

に
持
経

宿
着

。
こ

の
間

、
縦
走
班

と
何
度

か
交

信
し

、
通
過
地
点
等

を
確
認

。
 

持
経

宿
到

着
後

の
現
在
地

は
、
平

治
宿

と
持
経

宿
の

中
間
辺

り
と

の
こ

と
、

千
年
檜
通
過

時
に

は
連
絡

す
る
旨

を
交

信
。

 

梶
野

氏
が
洗
濯

し
た
マ

ッ
ト

は
、

持
経

宿
内

の
床

に
敷
き

、
お
湯

を
沸

か

し
昼
食
準

備
を

進
め

る
一

方
、

山
上

さ
ん

は
不
動
堂

で
の
勤

行
準

備
を

し
て

下
さ

る
。

 

１
１

時
半
過
ぎ

に
千

年
檜
通
過

の
交

信
を
受

信
。

 

程
な

く
、
倒

木
処
理
等

も
無

く
予
定
よ

り
早

く
、
元
気

に
？
全
員
無

事
に

持
経

宿
に

到
着

。
 

早
速

、
無

事
踏
破

の
勤

行
を

す
る

、
葛

城
２

８
宿

の
行

者
さ

ん
の
勤

行
は

、

こ
れ

ま
で

と
少

し
異

な
る

が
。
い
ず

れ
も

厳
粛

に
行
わ

れ
本
当

に
感
動

し
た

。
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

持
経

宿
に

到
着

 
 

 
 

 
 

 
 

 
不

動
堂

で
勤

行
 

 各
自

缶
パ
ン
+
朝
食
御
飯

の
お

に
ぎ

り
(
１

５
個

)
+
昨

日
の

茂
原

さ
ん
差

し

入
れ
パ
ン
+
コ

ー
ヒ

ー
で
昼
食

。
 

持
経

宿
改
築

後
、
初
め

て
の

方
が

多
く

、
一

新
し

た
山
小
屋

に
見
違
え

る

ぐ
ら

い
良

く
な

っ
た

と
言

っ
て

下
さ

る
。

 

行
仙

宿
を

１
２

時
５

０
分

に
下

山
。

沖
﨑

車
は
路
面

の
石
等
撤
去

と
林

道

ゲ
ー
ト

を
開
け

る
た
め

先
行

。
 

川
島

車
が
三
叉
路

で
車

が
揃
う

ま
で

し
ば

ら
く

持
つ

が
、
２

台
が

来
な

い
。

生
熊

千
さ

ん
が

持
経

宿
前

に
行

く
と

車
が
無

い
と

の
こ

と
。

 

小
屋

下
に
在

っ
た

車
に

、
少

し
下

っ
た
所

で
転

回
し

て
来

る
様

に
言

っ
た

が
、

か
ん
違

い
し

て
水
場

林
道
へ

と
走

行
し

た
様
だ

。
川

島
車

が
引
返

す
と

小
屋

前
林

道
で

平
澤

車
と
合
流

、
水
場

の
林

道
へ

と
走

行
し

た
の

で
、

平
澤

車
が
追

い
着
き

、
引
き
返

す
と

い
う
ハ
プ

ニ
ン
グ

が
あ

る
。

 

先
行

し
た

沖
﨑

さ
ん
達

は
、
遅

い
の

で
ど
う

し
た

の
か

と
・

・
・

。
 

林
道
ゲ

ー
ト

前
で
全

車
が
揃
う

。
途

中
、
石
ヤ
塔
展
望

台
で

し
ば

ら
く
停
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車
し
眺
望

し
て

頂
く

。
中
国
桂

林
の
様
だ

と
か

・
・

・
・

。
 

池
原

ス
ポ

ー
ツ

公
園

に
無

事
到

着
し

て
、
待
機

し
た

青
木

氏
と
合
流

し
、

今
行

事
の
終
礼

を
行

い
解
散

と
す

る
。

 

医
療

法
人

や
ま

び
こ

会
は

、
「
き

な
り
湯
」

で
入
浴

後
帰
阪

と
の

こ
と

。
 

行
者

さ
ん
達

は
、
別
途
立

寄
る
所

が
あ

り
此
処

で
や

ま
び

こ
会

と
別

れ
る

。
 

 
 

 

 
持

経
宿

に
て

 
 

 
 

 
石

ヤ
塔

展
望

台
に

て
 

 
池

原
ス

ポ
ー

ツ
公

園
終

礼
 

 

行行 行行
動動 動動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

 

起
床

6
:0

0
→

6
:4

0
朝
食

7
:1

0
→

7
:3

0
勤

行
→

行
仙

宿
出
立

7
:5

0
→

1
1
:4

5

持
経

宿
。

( 奥
駈

道
巡
視
班

) 

行
仙

宿
9
:0

5
→

9
:4

0
登

山
口

1
0
:0

5
→

1
0
:2

5
白

谷
林

道
ゲ

ー
ト
→

1
1
:0

0

持
経

宿
→

1
1
:5

5
昼
食

1
2
:3

0
→

持
経

宿
1
2
:5

0
→

1
3
:2

0
石
ヤ
塔
展
望

台
→

1
3
:4

0
池

原
ス

ポ
ー

ツ
公

園
( 解
散

)1
3
:5

0
→

1
5
:0

0
帰

新
。

 

  

 
 
寄
贈
品

寄
贈
品

寄
贈
品

寄
贈
品

 

・・ ・・
医
療
法
人

医
療
法
人

医
療
法
人

医
療
法
人
や
ま
び
こ

や
ま
び
こ

や
ま
び
こ

や
ま
び
こ
会会 会会
；

缶
ビ

ー
ル

(2
4

缶
) １

２
箱

+
野

菜
ジ

ュ
ー

ス
(2

4

本
) ２

箱
+
飲
料
水

(5
0
0
m

l2
4
本

) ２
箱

+
即
席
味
噌
汁

2
0
0
食

+
イ
ン

ス

タ
ン
ト
コ

ー
ヒ

ー
２

箱
+

6
L

ポ
リ
タ
ン

ク
１

０
個

+
ボ

ー
ル
ペ
ン

１
０

本
+
タ
オ

ル
約

５
０
枚

。
 

・・ ・・
葛
峰
進
龍
山
証
厳
坊

葛
峰
進
龍
山
証
厳
坊

葛
峰
進
龍
山
証
厳
坊

葛
峰
進
龍
山
証
厳
坊
；
行

者
堂

お
供
え

(
金

一
封
;
１
万
円

)
 

・・ ・・
椎椎 椎椎
木木 木木
    
尭尭 尭尭
；； ；；
大
吟
醸

４
号
瓶

２
本

。
 

・・ ・・
山
上
皓
一
郎

山
上
皓
一
郎

山
上
皓
一
郎

山
上
皓
一
郎
；
み

か
ん
１

０
㎏

。
 

・・ ・・
川
島

川
島

川
島

川
島
    
功功 功功
；
吟
醸
酒

・
立

山
+
熊

本
産
焼
酎

４
合
瓶

２
本

。
 

・・ ・・
生
熊
敏
男

生
熊
敏
男

生
熊
敏
男

生
熊
敏
男
；

さ
ん

ま
寿
司

１
０

本
。

 

・・ ・・
畑
林

畑
林

畑
林

畑
林
清
子

清
子

清
子

清
子
；
カ
セ

ッ
ト
コ
ン
ロ

１
台

+
米

５
㎏

。
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
( 記

 
川

島
) 


